
  

小山在宅介護支援センター  電話 03-5749-7288 ＦＡＸ 03-5498-0646 
熱中症にご注意ください。 

旗の台児童センター  電話 03-3785-1280 ＦＡＸ 03-3785-1260 

■オー！あそびタイム 毎週水曜日 14：00～16：00 旗の台文化センター スポーツ室 

小学生以上が対象です。バドミントンやバスケットボールなどができます。 

当日、旗の台児童センターで受付をしてからスポーツ室に移動してください。 

 

■もっとあそびタイム 9/20（水） 16：00～17：50（中高生優先） 旗の台文化センター スポーツ室 

小学生以上が対象です。「オー！あそびタイム」の時間が 17:50 まで延長されます。 

当日、旗の台児童センターで受付をしてからスポーツ室に移動してください。 

 

■スラックラインタイム 毎週木曜日 16:00～17:00 ホール 

小学生以上が対象です。スラックラインは、帯状のロープを渡る遊びです。レベルアップカードを使って、

技を磨きましょう。 
 

■卓球タイム 9/1（金）・15（金）・29（金） 16:00～17:00 ホール 

小学生以上が対象です。いつもは２台の卓球台が３台に増えます。運が良ければ卓球講師にアドバイスを

受けることができます。 
 

■enjoy！プラ電車 9/16（土） 10：00～11：30 ホール 

乳幼児以上の親子が対象です。毎月第三土曜日は「プラ電車の日」。広いホールにたくさんレールをつな

げて楽しみましょう。お好きな時間にお越しください。 

 

荏原第二地域センター  電話 03-3782-2000 ＦＡＸ 03-3782-2511 

■避暑シェルター開設中です 

本地域センターを含む区内施設では、一時的に暑さをしのぐための場所として「避暑シェルター」

を開設しています。設置されている冷水機はどなたでもご利用いただけます。熱中症対策として、

冷房の効いた避暑シェルターをぜひご活用ください。 

 

■「秋のスポーツフェスタ」開催のお知らせ 

青少年対策荏原第二地区委員会事業「秋のスポーツフェスタ」の参加申込受付を開始しました。詳細は回

覧板チラシ、または掲示板ポスターをご覧ください。 

申込締切：９月 15 日（金） 

 
 ※この情報は            

8 月 18 日現在のものです 

 

編集・発行           

荏 原 第 二 地 域 セ ン タ ー                                 

電 話 03-3782-2000  

ＦＡＸ 03-3782-2511 



  

第二延山小学校   電話 03-3781-1348  FAX 03-3781-1579 

■始業式 9/1（金） 8：45～9：00 アリーナ 

新しい学期を喜び合い、新たな希望と決意をもたせます。 

 

■夏休み作品展 9/4（月）～8（金） 各教室・ブース・渡り廊下 

夏休みの自由研究作品を展示し、鑑賞することを通して、お互いの努力を認め合い、よさに気付ける

ようにします。 

 

■日光移動教室（６年生） 9/6（水）～8（金） 

６年生にとって小学校生活最後の宿泊行事です。豊かな自然や文化遺産に触れる体験の

中で、多くのことを学びます。 

 

■プール納め 9/8（金） 8：30～8：40 アリーナ 

朝会の時間に、プール納めを行います。水泳学習の成果を確認し、次年度に向けてのめあてをもたせます。 

 

■中学校部活体験（５年生） 9/13（水） 8：45～12：15 荏原第六中学校 

５年生が荏原第六中学校に行き、中学校での部活動を体験します。中学校進学に向けての期待と希望を

もたせます。 

 

清水台小学校  電話 03-3781-4841 FAX03-3781-4838 

■２学期始業式 9/1（金） 8：20～8：30 体育館 

長い夏休みを終えて、子どもたちの元気な顔が学校に戻ってきました。 

 

■あいさつ運動 11 班 9/4（月）～8（金） 

1 班 9/11（月）～15（金）  

2 班 9/19（火）～22（金） 

礼儀正しく、気持ちのよいあいさつができるように、縦割り班で取り組みます。 

 

■夏休み作品展 9/6（水）～12（火） 理科室 

夏休みだからこそできた体験や挑戦の発表の場として、「夏休み作品展」を実施します。

工作、ポスター、裁縫などの作品や、様々な自由研究を理科室に展示します。 

 

8：05～8：15 正門・校庭 

旗の台保育園  電話/ＦＡＸ 03-3784-1903  

■子育て体験（保育体験） 9/7（木）・22（金） 10：00～10：45 

０、１、２歳児の各クラス１組が対象です。同年齢の子どもと親子で遊びます。 

申し込みは各日の３日前（9/4（月）・19（火））までです。 

清水台保育園  電話/ＦＡＸ 03-3784-0519     今月のお知らせはありません。 



  

心身障害者福祉会館 （旗の台障害児者相談支援センター）   
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荏原区民センター  電話 03-3788-7939 ＦＡＸ 03-3788-7940 

■お話し会 プーさん 9/23（土） 11：00～11：30 和室 

幼児親子、小学校低学年が対象です。絵本の読み聞かせ、紙芝居などを行います（無料）。 

当日、直接会場へお越しください。 

旗の台文化センター  電話 03-3786-5191 ＦＡＸ 03-5702-2846 

今月のお知らせはありません。 



 支え愛・ほっとステーション  電話 03-6426-4110 ＦＡＸ 03-3782-2511 

（荏原第二地域センター内） 受付時間：平日 9：00～17：00 

 

「ほっとサービス」をご存じですか？ 
 

換気扇掃除や電球交換・・・今まで自分で出来ていたことが、少し大変になって

困っていませんか？ちょっとした困りごとがある時に、地域のボランティア（地域

支援員）の方がお手伝いします！お気軽にご相談ください。 

 

利用料：30 分までは 200 円 

※30 分を超えるごとに 200 円追加 

対 象：高齢者世帯、高齢者の一人暮らしなど 
 

 
☆ボランティアで対応できない場合は、他の機関や民間事業者をご紹介します。 

まずは上記までご連絡ください♪ 

荏原消防署旗の台出張所   電話 03-3783-0119 

■「救急の日」とは？ 

厚生労働省と総務省消防庁は、救急業務及び救急医療に対する国民の正しい理解と知

識を深め、救急関係者の意識の高揚を図ることを目的に、毎年９月９日を「救急の日」、

救急の日を含む１週間（日曜日から土曜日）を「救急医療週間」と定めています。 

東京消防庁でも「救急の日」と「救急医療週間」を中心に都民の皆様に救急業務への

理解と認識を深めていただくために、様々な行事を実施しています。 

 

■救急車適正利用にご協力お願いします！ 

令和４年中の東京消防庁の救急出場件数は 872,075 件で、過去最多記録。本年はその件数を上回る

ペースで出場件数が増加中です。出場件数が多くなれば、遠方から救急車が出場する可能性が高まり、

現場への到着が遅れてしまい助かる命が助からなくなる恐れがあります。 

緊急性がない、自分で病院に行くことができる場合は、救急車の適時・適正な利用にご協力をお願いし

ます。また、救急車を呼ぶか迷った場合は「＃7119 東京消防庁救急相談センター」をご活用ください。 

 

■東京消防庁救急相談センター（＃7119） 

都民が急な病気やケガで「今すぐ病院に行ったほうがいいかな？」「救急車を呼んだほうがいいのかな？」

など迷った際の相談窓口として、東京消防庁救急相談センターを開設しています。 

東京消防庁救急相談センターでは、これらの相談に、救急相談医療チーム（医師、看護師、

救急隊員経験職員）が 24 時間、365 日、年中無休で対応いたします。 

受付番号 ＃7119 は携帯電話、PHS、プッシュ回線からご利用いただけます。繋がらな

い場合、23 区は 03-3212-2323、多摩地区は 042-521-2323 をご利用ください。 

９月９日は 救急の日！ 

※掲載している記事の詳細は、各施設へお問合せください。 


